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た。長期促成栽培は「長段穫り」ともいい、年 1作の典型パターンである。播種を 8～ 9月に行い、






播 種 定 植 収 穫
促成栽培 12月～翌年 1月 2月 4月～7月






























222 西 薗 大 実
温度制御にはサーモスタットが用いられ、設定温度以下になると自動点火する。設定温度は、安
全をみてやや高めに設定しており、トマトでは 6.5～ 8℃、ミニトマトでは 11～12℃であった。マル
ハナバチによる受粉を行っている場合には 10℃以上に設定していた。





























重油使用量 作 物 温度制御 温室軒高 断熱カーテン
多 ミニトマト 恒温管理 低 なし
⬆⬇ ⬆⬇ ⬆⬇ ⬆⬇ ⬆⬇
少 トマト 変温管理 高 あり
低軒高（2.5m）ガラス温室 最近の高軒高（4m）フィルム温室
図４ 施設外観と断熱カーテン





収穫量 1 kgあたりのエネルギー量は少ない農家で約 8,000kJ/kg、最も多い農家では約 47,000kJ/








は、輸入相手国 1位の大韓民国から日本までは約 1,000kJ/kg、同様に 2位のカナダで約 5,700kJ/kg、
3位のアメリカでは約 10,500kJ/kgであると算出されている??。
トマト 1 kgあたりの加温エネルギーの平均が約 13,500kJ/kgであるから、大韓民国から日本まで


























226 西 薗 大 実
ために必要なエネルギーを環境負荷の小さいものへ転換していくことが望まれる。施設の加温の場
合、熱利用であることを考えれば、機器が複雑で初期投資のかさむガス化ではなく、チップやペレッ
トの直接燃焼での目的は達成できるだろう。ただし、現在の重油ボイラーには自動運転が可能であ
るという利点があるので、これを全廃するのではなく、バイオマスエネルギー利用とのハイブリッ
ド運転が有効であると考えられる。
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